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樽
水
若
竹
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ご
協

力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
特
別
な
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
季
節
ご
と
の
行
事
も
中
止
や
延
期
に
な
り
、

季
節
感
の
薄
い
秋
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
毎
年
５
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
定
時
総
会

は
、
周
知
の
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
中
に
あ
り
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
は
国
内
で
は
９
月
現

在
い
わ
ゆ
る
第
２
派
と
言
わ
れ
る
状
況
が
落
ち
着
き

を
見
せ
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
に
み
る
と
国
に

よ
っ
て
は
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
せ

な
い
状
況
の
よ
う
で
す
。

　

今
年
度
上
半
期
の
経
済
へ
の
打
撃
は
予
想
以
上
に
大

き
く
、
北
海
道
で
も
輸
出
や
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
止
ま
り
観
光
業
を
は
じ
め
、
水
産
業
も
大
変
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
こ
ん
な
時

こ
そ
同
窓
会
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
励
ま
し
あ
い
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
学
校
も
変
則
的
な
授
業
形

態
で
進
め
ら
れ
、
学
習
の
面
は
取
り
戻
し
て
き
た
よ
う

で
す
が
、
高
校
生
ら
し
い
行
事
が
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な

り
、
最
終
学
年
に
と
っ
て
は
残
念
な
年
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
進
路
の
時
期
を
向
か
え
不
利
に
な
ら

な
い
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
来
年
の
こ
と
を
予
想
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
生
活
様
式
に
変
わ
っ
て
い
く

中
で
も
、
従
来
の
日
常
の
社
会
生
活
や
風
物
詩
が
戻
り
、

私
た
ち
の
定
例
に
な
っ
て
い
る
同
窓
会
活
動
や
ク
ラ
ス

会
な
ど
で
、
み
な
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
て
、
気
張
ら
な

い
で
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

ご　

挨　

拶 

樽
水
若
竹
同
窓
会

会
長　

本　

間　

弘　

行
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�0
月
下
旬
に
本
校
海
洋
漁
業
科
２
年
生
漁
業
コ
ー
ス

の
�3
名
（
女
子
１
名
）
と
専
攻
科
漁
業
科
１
年
生
�0
名

が
、乗
船
実
習
に
よ
る
約
50
日
間
の
航
海
に
出
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
例
年
、
小
樽
港
第
２
号
埠
頭
で
全
校
生
徒
が
参

加
し
て
行
わ
れ
る
出
港
式
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
船
「
若
竹
丸
」（
６
９
２
㌧
、
池
田
守
雄
船
長
）

は
日
付
変
更
線
付
近
で
操
業
実
習
を
行
い
、
��
月
�6
日

に
沖
縄
（
那
覇
港
）
入
港
、
��
月
２
日
清
水
港
入
港
を

経
て
��
月
７
日
小
樽
港
入
港
の
予
定
で
す
。

　
海
洋
漁
業
科
漁
業
コ
ー
ス
、
専
攻
科
漁
業
科

長
期
乗
船
実
習
へ　

令和３年度

 定時総会予定
　 令和３年５月 �3 日（土）�8 時～

　 小樽市　ニュー三幸

■
令
昭
和
43
年
卒　

製
造
20
期

　
　

第
15
回
ク
ラ
ス
会
70
歳
記
念

　
　

と　

き　

令
和
２
年
１
月
��
日
（
土
）
�8
時
か
ら

　
　

と
こ
ろ　

札
幌
第
一
ホ
テ
ル
（
札
幌
市
）

　
　

出
席
者　

８
名

　

当
時
40
弱
の
卒
業
で
現
在
は
住
所
不
明
の
方
が
多
く
、

案
内
の
郵
便
は
�7
～
�8
名
へ
。
こ
の
数
年
１
月
に
会
を

開
き
続
け
て
い
ま
す
。
出
席
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
こ

の
８
名
で
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
、
は
な
し
は
大
小
病
気
の

経
験
談
、
孫
や
家
族
の
こ
と
、
仕
事
や
年
金
等
々
い
ろ

い
ろ
と
つ
き
ま
せ
ん
。
２
次
会
は
ス
ナ
ッ
ク「
ツ
バ
サ
」

で
、
皆
で
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
い
「
ま
た
来
年
元
気
で
会
お

う
」
と
散
会
し
ま
し
た
。

 

記　

小
林　

正
男
（
製
造
�0
期
）

　
　
　

出
席
者
名

　
　

川
畑　

修
次
（
小
樽
市
）

　
　

千
葉　

孝
幸
（
小
樽
市
）

　
　

木
村　

国
男
（
小
樽
市
）

　
　

根
布　

繁
夫
（
小
樽
市
）

　
　

川
口
研
五
郎
（
小
樽
市
蘭
島
）

　
　

山
田　

邦
雄
（
小
樽
市
）

　
　

佐
藤　

悦
章
（
虻
田
郡
洞
爺
湖
町
）

　
　

小
林　

正
男
（
泊
村
盃
）

第 15 回クラス会 70 歳記念
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本校生徒の活躍が北海道新聞に
掲載されましたのでご紹介いた
します。
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編
集
後
記

　

樽
水
若
竹
同
窓
会
会
報
“
わ
か
た
け
”
は
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
や
情
報
に
よ
り
編
集

さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
会
の
記
録
や
同
窓
生

の
活
躍
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
に
寄

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
発
行
の
費
用
に
な
る
会
費
の
納
入
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
か
直
接
本
部
ま

で
振
り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
振
込
先
は
表

紙
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

振
込
用
紙
の
必
要
な
方
は
、
事
務
局
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
物
故
者
へ
の
哀
悼

　

事
務
局
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
、
ご
逝
去
の
方
々
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年

　

６
月
�7
日　

小
林　
　

満
（
高
��
増
）
小
樽
市

　

８
月
�8
日　

橋
本　

幸
士
（
高
66
漁
）
登
別
市

　

�0
月
１
日　

大
平　

繁
美
（
高
�7
製
）
小
樽
市

　

�0
月
５
日　

横
山　
　

茂
（
高
７
製
）
小
樽
市

　

�0
月
��
日　

三
ケ
田　

修
（
高
�9
漁
）
小
樽
市

本校ＯＢの徳山航さん（高 54 期　水産食品科）の活躍が

北海道新聞に掲載されましたのでご紹介いたします。

同窓生紹介

こんにちは


